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かにしている O さらに，時間的にトラヒックが変動した状況について検討を行い， トラヒックの時間的変動に対する
提案方式の有効性を明らかにしている o


















(3) マルチレイヤセルを構成する 2 種類のセルに割り当てられる周波数帯域の比を適応的に変化させるチャネル割
当法に関するアルゴリズムを確立するとともに，本提案方式による改善効果を明らかにしている。
(4) 自立分散的なチャネル割当制御方式について考究し，集中割当制御方式に比べて地理的に不均一なトラヒック
状況に対しより柔軟に対処できることを明らかにしている。
以上のように，本論文は無線通信システムにおける周波数資源の有効利用法に関する多くの優れた知見を得ており，
通信工学の発展に寄与するところが大きし、よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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